
番   号

年 月 日

○○農政局長

北海道農政事務所長   殿

内閣府沖縄総合事務局長

住所

○○県農業再生協議会

会長

低コスト生産等の取組に係る都道府県事業実施状況報告書について

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23年４月１日付け 22経営第 7133 号農林水産事務次官依命通

知）Ⅳの第２の２の（９）の⑦の規定に基づき、都道府県事業実施状況報告書を作成したので、別添

のとおり報告する。

記

添付書類 都道府県事業実施報告書

実施状況報告書

（様式第 13－７号）
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（様式第６号別添）

作成年月日　　　　令和　年　月　日
都道府県協議会名　
代表者名　

○　低コスト生産等の取組実績

合計：

※　地域農業再生協議会から提出のあったの実施状況報告書に基づき、取組品目毎に別添を提出すること。

※　水田面積、転換作物の作付予定面積はプランに参画している農業者に限らず、当該地域農業再生協議会全体の数値を記載すること。

計画

実績

実績

令和５年度取組

都道府県事業実施状況報告書（コメ新市場開拓等促進事業）

チ

ェ
ッ
ク
欄

品目 令和4年度
作付面積

（m2）

令和5年度
作付面積

（m2）

令和4年度
作付面積

（m2）
面積

（m2）

うち、
令和6年度
ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｼｮ

ﾝ
予定

面積（m2）

出荷・販売
契約数量

（kg）

出荷・販売
契約数量

（kg）

令年5度作
付面積

（m2）
面積

（m2）

令和５年度取組

うち、
令和6年度
ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｼｮ

ﾝ
予定

面積（m2）

※　「助成対象者数（実人数）」欄には、品目毎の重複を除いた実人数を記載すること。

計画
令和４年度　主食用米の作付面積（a）
令和５年度　主食用米の作付面積（a）

実績
令和４年度　主食用米の作付面積（a）

令和５年度　主食用米の作付面積（a）

令和５年度　転換作物の作付予定面積（a）

令和５年度　転換作物の作付予定面積（a）

令和５年度　水田面積（a）

様式第13－７号別添

計画

①新市場開拓用米

②加工用米

③米粉用米

※　主食用米の作付面積はプランに参画している農業者に限らず、当該地域農業再生協議会全体の数値を記載するこ
と。

助成対象者数（実人数）（人）

助成対象者数（実人数）（人）

実績
令和５年度　水田面積（a）

計画
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目標（ha） 実績（ha） 目標（％） 実績（％） 目標（ha） 実績（ha） 目標（％） 実績（％） 目標（ha） 実績（ha） 目標（％） 実績（％）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

（7） （8）

目標（％） 実績（％）
目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）

目標（％） 実績（％）
目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）

温室

効果

ガス

の削

減

ほ場

への

炭素

貯留

低コスト生産等の取組　※人数を記載

直播

栽培

ス

マート

農業

地域

特認

高密

育苗

ﾌﾟｰﾙ

育苗

温湯

消毒

○○県農業再生協議会　品目別取組状況表
【新市場開拓用米】

多収

品種

共同

利用

実績値が目標に達して

いない場合はその理由

成果目標

効率

移植

作期

分散

土づ

くり

効率

施肥

農薬

処理

肥料

削減

農薬

削減
（５）を選択した場合 （６）を選択した場合

備考疎植

栽培

合計

番号
地域農業再生

協議会名

助成

対象者数

（人）

計画 実績

令和4年度

作付面積

（m2）

令和5年度

取組面積

（m2）

令和5年度

作付面積

（m2）

令和5年度

作付面積

（m2）

令和5年度

取組面積

（m2）

令和６年度

ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ

取組面積

（m2）

令和5年度

出荷・販売

契約数量

（kg）

令和5年度

出荷・販売

契約数量

（kg）

（1）又は（２） （３）又は（４） （５）又は（６）

令和4年度

作付面積

（m2）

令和６年度

ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ

取組面積

（m2）

（３）を選択した場合 （４）を選択した場合（１）を選択した場合 （２）を選択した場合

目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）

目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）

目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）
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目標（ha） 実績（ha） 目標（％） 実績（％） 目標（ha） 実績（ha） 目標（％） 実績（％） 目標（ha） 実績（ha） 目標（％） 実績（％）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

温室

効果

ガス

の削

減

ほ場

への

炭素

貯留

○○県農業再生協議会　品目別取組状況表
【加工用米】

助成

対象者数

（人）

直播

栽培

疎植

栽培

高密

育苗

ﾌﾟｰﾙ

育苗

実績値が目標に達して

いない場合はその理由

地域

特認

備考

低コスト生産等の取組　※人数を記載

効率

施肥

土づ

くり

農薬

処理

共同

利用

ス

マート

農業

合計

番号
地域農業再生

協議会名

成果目標計画 実績

令和4年度

作付面積

（m2）

肥料

削減
（５）を選択した場合 （６）を選択した場合 多収

品種

農薬

削減

温湯

消毒

効率

移植

作期

分散

（8）

目標（％） 実績（％）
目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）

（１）を選択した場合 （２）を選択した場合 （３）を選択した場合 （４）を選択した場合
令和5年度

作付面積

（m2）

令和5年度

取組面積

（m2）

令和5年度

作付面積

（m2）

令和5年度

取組面積

（m2）

令和６年度

ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ

取組面積

（m2）

令和4年度

作付面積

（m2）

令和5年度

出荷・販売

契約数量

（kg）

令和5年度

出荷・販売

契約数量

（kg）

（1）又は（２） （３）又は（４）
令和６年度

ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ

取組面積

（m2）

（５）又は（６） （7）

目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）

目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m ）

目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2

目標（％） 実績（％）
目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）

266



目標（ha） 実績（ha） 目標（％） 実績（％） 目標（ha） 実績（ha） 目標（％） 実績（％） 目標（ha） 実績（ha） 目標（％） 実績（％）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

○○県農業再生協議会　品目別取組状況表
【米粉用米】

番号
地域農業再生

協議会名

計画 実績

助成

対象者数

（人）

成果目標 低コスト生産等の取組　※人数を記載

備考
令和4年度

作付面積

（m2）

令和5年度

作付面積

（m2）

令和5年度

取組面積

（m2）

令和６年度

ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ

取組面積

（m2）

令和4年度

作付面積

（m2）

（7） （8）

目標（％）

令和5年度

作付面積

（m2）

令和5年度

取組面積

（m2）

令和６年度

ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ

取組面積

（m2）

目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m ）

（1）又は（２） （３）又は（４） （５）又は（６）

目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）

目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）

目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）

ﾌﾟｰﾙ

育苗

実績値が目標に達して

いない場合はその理由

直播

栽培

疎植

栽培

高密

育苗

温室

効果

ガス

の削

減

温湯

消毒

効率

移植

作期

分散

土づ

くり

効率

施肥

農薬

処理

令和5年度

出荷・販売

契約数量

（kg）

令和5年度

出荷・販売

契約数量

（kg）

合計

ほ場

への

炭素

貯留

地域

特認
（１）を選択した場合 （２）を選択した場合 （３）を選択した場合 （４）を選択した場合 （５）を選択した場合 （６）を選択した場合

肥料

削減

農薬

削減

多収

品種

共同

利用

ス

マート

農業
実績（％）

目標達成

の有無

目標面積

に対する

未達面積

（m2）

目標（％） 実績（％）
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（様式14－１）※事業を実施する場合は添付必須

作成年月日　

都道府県・市町村名　

地域協議会・代表者名　

１　産地・実需協働プランに参画する者

※１　「農業者」及び「実需者」欄は必ず記載すること。

※２　各者の役割について、名称の後ろに括弧【　　】書きにて簡潔に記載すること。

２　新市場開拓や加工仕向け生産など、需要に応じた生産等の取組の現状と今後の方針

前年度
未達面積

（m2）

未達面積を
踏まえた
取組面積

（m2）

未達面積を
踏まえた
取組割合

（％）

合計： 合計：

謝金 旅費
賃金及び

共済費等
事務等経費 委託費 助成費

４　（参考）推進事業費（事務費）

※　地域の転作状況（％）＝当年産の転換作物面積／当年度の水田面積として算出すること。

当年産　主食用米の作付予定面積（a）

※　主食用米の作付面積・作付予定面積は本プランに参画している農業者に限らず、当該地域農業再生協議会全体の数値を記載すること。

　　 具体的には、前年産は、地方農政局等が公表した「水田における作付状況」の地域農業再生協議会別の面積を記載し、当年産は作付計画面積を記載するこ

と。

※　前年度事業において目標面積に達しなかった場合は、その分（未達面積）を減じた値でポイントを算出すること。

当年産取組

前年産又は当年産における畑地化の有無

高収益作物（新市場開拓向け）

高収益作物（加工・業務用）

子実用とうもろこし

大豆　（新市場開拓向け）

大豆　（加工向け）

※１　取組品目毎に別紙の農業者別取組計画表を提出すること。

※２　ポイント１、３について、前年度事業にて支援対象となった協議会において、低コスト生産等の取組面積の計画又は主食用米作付削減面積の計画を達成できなかった場合は、

　　　 目標と実績の差分の面積を減じた上で評価すること（当年度の各面積から、差分の面積を引いた値を用いて申請ポイントを算出すること）。

前年度の未達面積（a）

推進事業（事務）に要する
経費　計（千円）

※　水田面積、転換作物の作付予定面積は本プランに参画している農業者に限らず、当該地域農業再生協議会全体の数値を記載すること。

　　 具体的には、当年度の水田面積及び転換作物の作付予定面積は、作付計画面積を記載することとし、水田面積は主食用米、備蓄米、転換作物の作付予定面積の合計とする。

　　 また、転換作物は、戦略作物、そば、なたね、新市場開拓用米、高収益作物、子実用とうもろこし、地力増進作物を対象とすること。

交付対象者数（実人数）（人）

※　「交付対象者数（実人数）」欄には、品目毎の重複を除いた実人数を記載すること。 ※　ブロックローテーション状況（％）＝翌年産のブロックローテーション面積／当年産の転換作物の作付予定面積として算出すること。

前年産　水田面積（a）

前年産　主食用米の作付面積（a）

当年度における地域の転作状況（％）

翌年産におけるﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｼｮﾝ取組状況（％）

内訳

主食用米の作付削減面積(a）

主食用米の作付削減面積割合(％）

5 6 7

①のうち、
翌年産

ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｰ
ｼｮﾝ面積

（m2）

①のうち、
飼料向け

面積

（m2）

うち、
通常単
価分

（千円）

※　前年度事業における主食用米の削減面

積の未達面積を記載。

前年度未達分を
踏まえた値（ポイント算出用）

①のうち、
新規に取り
組む農業者
の取組面積

（m2）

①のうち、
地域計画の
目標地図に
位置付けら
れた農業者
の取組面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

①のうち、
新規に取り
組む農業者
の取組割合

（％）

①のうち、
地域計画の
目標地図に
位置付けら
れた農業者
の取組割合

（％）

麦　（新市場開拓向け）

2 3 4

産地・実需協働プラン
(畑作物産地形成促進事業)

農業者

実需者

集出荷業者等

その他

当年産　転換作物の作付予定面積（a）

３　取組の内容等

　　〇低コスト生産等の取組

事業に
申請す
る品目
に「✔」
を記載

前年度事業で
支援対象となっ
た品目があれ

ば、「✔」を記載

品目

前年産
作付面積

（m2） 1

当年産
における
事業対象
品目の

作付面積の
拡大分

（m2）

当年産
における
事業対象
品目の

作付面積の
拡大割合

（％）

交付申請額
（千円）

配点基準の項目・ポイント　※２

面積

（m2）
①

ポイント算出用

うち、
加算措
置分

（千円）

合計

麦　（加工向け）

出荷・販売契約数量
（kg）

①のうち、
畑地化加算

面積

（m2）

8
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経営形態

うち、
通常単価分

（千円）

うち、
加算措置分

（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

土層
改良
（畑）

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

生育
予測
シス
テム

ふく
土踏
圧

難防
除雑
草

排水
対策
（畑）

施肥
スマート

農業
融雪
促進

栽培
管理

合計

新規対
象者に
「✔」を
記載

病害
虫防
除

排水
対策
管理

共同
利用

○○農業再生協議会　農業者別取組計画表
【麦】（加工向け）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定
対策等の交付
申請者管理

コード

低コスト生産等の取組　　　　　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m
2
）

備考

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

交付
申請額
（千円）

均平
作業
（畑）

畦畔
除去
（畑）

温室
効果
ガス

の削減

別紙別紙
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経営形態

うち、
通常単価分

（千円）

うち、
加算措置分

（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

土層
改良
（畑）

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

生育
予測
シス
テム

ふく
土踏
圧

難防
除雑
草

排水
対策
（畑）

施肥
スマート

農業
融雪
促進

栽培
管理

合計

新規対
象者に
「✔」を
記載

病害
虫防
除

排水
対策
管理

共同
利用

○○農業再生協議会　農業者別取組計画表
【麦】（新市場開拓向け）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定
対策等の交付
申請者管理

コード

低コスト生産等の取組　　　　　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m
2
）

備考

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

交付
申請額
（千円）

均平
作業
（畑）

畦畔
除去
（畑）

温室
効果
ガス

の削減

別紙別紙
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経営形態

うち、
通常単価分

（千円）

うち、
加算措置分

（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

スマー
ト農業

土層
改良
（畑）

地域
特認

畦畔
除去
（畑）

温室
効果
ガス

の削減

ほ場
への
炭素
貯留

合計

共同
利用

摘心
栽培

畝間
冠水

団地
化

肥料
削減

農薬
削減

排水
対策
（畑）

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

土づ
くり

新品
種導
入

施肥
均平
作業
（畑）

○○農業再生協議会　農業者別取組計画表
【大豆】（加工向け）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定
対策等の交付
申請者管理

コード

低コスト生産等の取組　　　　　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m
2
）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

交付
申請額
（千円）

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

300Ａ
技術

難防
除雑
草

備考

別紙別紙
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経営形態

うち、
通常単価分

（千円）

うち、
加算措置分

（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

スマー
ト農業

土層
改良
（畑）

地域
特認

畦畔
除去
（畑）

温室
効果
ガス

の削減

ほ場
への
炭素
貯留

合計

共同
利用

摘心
栽培

畝間
冠水

団地
化

肥料
削減

農薬
削減

排水
対策
（畑）

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

土づ
くり

新品
種導
入

施肥
均平
作業
（畑）

○○農業再生協議会　農業者別取組計画表
【大豆】（新市場開拓向け）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定
対策等の交付
申請者管理

コード

低コスト生産等の取組　　　　　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m
2
）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

交付
申請額
（千円）

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

300Ａ
技術

難防
除雑
草

備考

別紙別紙
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経営形態

うち、
通常単価分

（千円）

うち、
加算措置分

（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

土層
改良
（畑）

地域
特認

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

肥料
削減

土壌
消毒

ドリ
フト
対策

スマー
ト農業

農薬
削減

共同
利用

生物
農薬

病害
虫対
策

合計

土づ
くり

新品
種導
入

排水
対策
（畑）

畦畔
除去
（畑）

○○農業再生協議会　農業者別取組計画表
【高収益作物】（加工・業務用）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定
対策等の交付

申請者管理コー
ド

低コスト生産等の取組　　　　　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

備考

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

交付
申請額
（千円）

均平
作業
（畑）

温室
効果
ガス

の削減

ほ場
への
炭素
貯留

別紙別紙別紙
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経営形態

うち、
通常単価分

（千円）

うち、
加算措置分

（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

土層
改良
（畑）

地域
特認

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

肥料
削減

土壌
消毒

ドリ
フト
対策

スマー
ト農業

農薬
削減

共同
利用

生物
農薬

病害
虫対
策

合計

土づ
くり

新品
種導
入

排水
対策
（畑）

畦畔
除去
（畑）

○○農業再生協議会　農業者別取組計画表
【高収益作物】（新市場開拓向け）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定
対策等の交付

申請者管理コー
ド

低コスト生産等の取組　　　　　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

備考

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

交付
申請額
（千円）

均平
作業
（畑）

温室
効果
ガス

の削減

ほ場
への
炭素
貯留

別紙別紙別紙
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経営形態

うち、
通常単価分

（千円）

うち、
加算措置分

（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

備考

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

排水
対策
（畑）

地域
特認

均平
作業
（畑）

堆肥
利用

施肥
病害
虫対
策

○○農業再生協議会　農業者別取組計画表
【子実用とうもろこし】

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定
対策等の交付
申請者管理

コード

低コスト生産等の取組　　　　　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

当年産
取組面積の

うち、
飼料向け

面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

交付
申請額
（千円）

畦畔
除去
（畑）

温室
効果
ガス

の削減

ほ場
への
炭素
貯留

合計

共同
利用

スマー
ト農業

土層
改良
（畑）

生物
農薬

難防
除雑
草

カビ
毒低
減

肥料
削減

農薬
削減

土づ
くり

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

別紙
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様式第14－2号

作成年月日　　　　令和　年　月　日

都道府県協議会名　

代表者名　

１　都道府県全体としての新市場開拓や加工仕向け生産など、需要に応じた生産等の取組の現状と今後の方針

合計： 合計：

謝金 旅費
賃金及び
共済費等 事務等経費 委託費 助成費

謝金 旅費
賃金及び
共済費等 事務等経費 委託費 助成費

※申請のあった当該地域農業再生協議会の推進事務費を積み上げて記載すること

交付申請額
（千円）

①のうち、
新規に取り組む
農業者の取組面

積

（m2）

※　「交付対象者数（実人数）」欄には、品目毎の重複を除いた実人数を記載すること。

３－１　（参考）都道府県推進事業費（事務費）

※　ブロックローテーション状況（％）＝翌年産のブロックローテーション面積／翌年産の転換作物の作付予定面積として算出すること。

推進事業（事務）に要する
経費　計（千円）

内訳

３－２　（参考）地域農業再生協議会推進事業費（事務費）

推進事業（事務）に要する
経費　計（千円）

内訳

交付対象者数（実人数）（人）

当年産　転換作物の作付予定面積（a）

※　水田面積、転換作物の作付予定面積は、当該都道府県が管轄する地域農業再生協議会から提出のあったプランに記載された数値を合算して記載すること。

翌年産におけるﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｼｮﾝ取組状況（％）

当年産　主食用米の作付予定面積（a） 主食用米の作付削減面積割合(％）

※　主食用米の作付面積・作付予定面積は、当該都道府県が管轄する地域農業再生協議会から提出のあったプランに記載された数値を合算して記載すること。

前年産　水田面積（a） 当年度における地域の転作状況（％）

前年産　主食用米の作付面積（a） 主食用米の作付削減面積(a）

大豆　（新市場開拓向け）

大豆　（加工向け）

高収益作物（新市場開拓向け）

高収益作物（加工・業務用）

子実用とうもろこし

※　地域農業再生協議会から提出のあった産地・実需協働プランに基づき、取組品目毎に別紙を提出すること。

麦　（加工向け）

当年産
における
事業対象
品目の

作付面積の
拡大割合
（％）

面積

（m2）
①

出荷・販売
契約数量

（kg）

①のうち、
畑地化加算

面積

（m2）

①のうち、
翌年産

ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｰｼｮﾝ
面積

（m2）

①のうち、
地域計画の目標
地図に位置付け
られた農業者の

取組面積

（m2）

①のうち、
飼料向け
面積

（m2）

当年産
における
事業対象
品目の

作付面積の
拡大分

（m2）

うち、
通常単価分
（千円）

うち、
加算措置分
（千円）

当年産取組

　　（１）低コスト生産等の取組

麦　（新市場開拓向け）

事業に
申請す
る品目
に

「✔」
を記載

前年度事業
で支援対象と
なった品目が
あれば、「✔」

を記載

品目
前年産

作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

都道府県取組計画書
（畑作物産地形成促進事業）

＜現状＞

＜今後の対応方針＞

※複数品目に取り組む場合は、品目毎に記載すること。

２　都道府県全体の取組の内容目標等
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別紙

うち、
通常
単価分
（千円）

うち、
加算
措置分
（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

合計

共同
利用

ス
マー
ト農
業

排水
対策
（畑）

土層
改良
（畑）

ふく
土踏
圧

難防
除雑
草

生育
予測
システ
ム

施肥
病害
虫防
除

排水
対策
管理

栽培
管理

交付対象
者数
（人）

配点基準の項目・ポイント 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

前年度
事業で

採択実績
の有無

（有る場合は
〇を記載）

6 7 8 合計
融雪
促進

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

均平
作業
（畑）

畦畔
除去
（畑）

○○県農業再生協議会　品目別取組計画表
【麦】（新市場開拓向け）

番号
地域農業再
生協議会名

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販

売
契約数量

（kg）

畑地化
加算面積

（m
2
）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

交付
申請額
（千円）

備考

1 2 3 4 5
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別紙

うち、
通常
単価分
（千円）

うち、
加算
措置分
（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○○県農業再生協議会　品目別取組計画表
【麦】（加工向け）

番号
地域農業再
生協議会名

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販

売

契約数量

（kg）

畑地化
加算面積

（m
2
）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

交付
申請額
（千円）

備考

1 2 3 4 5

前年度
事業で

採択実績
の有無

（有る場合は
〇を記載）

6 7 8 合計
融雪
促進

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

均平
作業
（畑）

畦畔
除去
（畑）

合計

共同
利用

ス
マー
ト農
業

排水
対策
（畑）

土層
改良
（畑）

ふく
土踏
圧

難防
除雑
草

生育
予測
システ
ム

施肥
病害
虫防
除

排水
対策
管理

栽培
管理

交付対
象者数
（人）

配点基準の項目・ポイント 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー
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うち、
通常
単価分
（千円）

うち、
加算
措置分
（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

2 3 4

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

ス
マー
ト農
業

土づく
り

新品
種導
入

施肥
均平
作業
（畑）

摘心
栽培

畝間
冠水

地域
特認

○○県農業再生協議会　品目別取組計画表
【大豆】（新市場開拓向け）

番号
地域農業
再生協議

会名

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売

契約数量

（kg）

畑地化
加算面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

交付
申請額
（千円）

前年度

事業で

採択実績

の有無

（有る場合は

〇を記載）

備考

1 5
共同
利用

合計

団地
化

肥料
削減

農薬
削減

排水
対策
（畑）

6 7 8 合計
300Ａ
技術

難防
除雑
草

交付対象
者数
（人）

配点基準の項目・ポイント 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

土層
改良
（畑）

畦畔
除去
（畑）
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うち、
通常
単価分
（千円）

うち、
加算
措置分
（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

2 3 4

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

ス
マー
ト農
業

土づく
り

新品
種導
入

施肥
均平
作業
（畑）

摘心
栽培

畝間
冠水

地域
特認

○○県農業再生協議会　品目別取組計画表
【大豆】（加工向け）

番号
地域農業
再生協議

会名

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売

契約数量

（kg）

畑地化
加算面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

交付
申請額
（千円）

前年度

事業で

採択実績

の有無

（有る場合は

〇を記載）

備考

1 5
共同
利用

合計

団地
化

肥料
削減

農薬
削減

排水
対策
（畑）

6 7 8 合計
300Ａ
技術

難防
除雑
草

交付対象
者数
（人）

配点基準の項目・ポイント 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

土層
改良
（畑）

畦畔
除去
（畑）
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うち、
通常
単価分
（千円）

うち、
加算
措置分
（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○○県農業再生協議会　品目別取組計画表
【高収益作物】（新市場開拓向け）

番号

地域農
業再生
協議会

名

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販

売
契約数量
（kg）

畑地化
加算面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

交付
申請額
（千円）

備考

1 2 3 4 5

前年度
事業で

採択実績
の有無

（有る場合は
〇を記載）

6 7 8 合計
生物
農薬

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

畦畔
除去
（畑）

均平
作業
（畑）

合計

排水
対策
（畑）

共同
利用

ス
マー
ト農
業

土層
改良
（畑）

土壌
消毒

ドリ
フト
対策

肥料
削減

農薬
削減

土づ
くり

新品
種導
入

病害
虫対
策

交付対
象者数
（人）

配点基準の項目・ポイント 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー
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うち、
通常
単価分
（千円）

うち、
加算
措置分
（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○○県農業再生協議会　品目別取組計画表
【高収益作物】（加工・業務用）

番号

地域農
業再生
協議会

名

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販

売
契約数量
（kg）

畑地化
加算面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

交付
申請額
（千円）

備考

1 2 3 4 5

前年度
事業で

採択実績
の有無

（有る場合は
〇を記載）

6 7 8 合計
生物
農薬

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

畦畔
除去
（畑）

均平
作業
（畑）

合計

排水
対策
（畑）

共同
利用

ス
マー
ト農
業

土層
改良
（畑）

土壌
消毒

ドリ
フト
対策

肥料
削減

農薬
削減

土づ
くり

新品
種導
入

病害
虫対
策

交付対
象者数
（人）

配点基準の項目・ポイント 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー
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うち、
通常
単価分
（千円）

うち、
加算
措置分
（千円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

1 2 3 4
畦畔
除去
（畑）

ス
マー
ト農
業

均平
作業
（畑）

堆肥
利用

施肥
病害
虫対
策

生物
農薬

難防
除雑
草

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

○○県農業再生協議会　品目別取組計画表
【子実用とうもろこし】

番号

地域農
業再生
協議会

名

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販

売
契約数量
（kg）

畑地化
加算面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

当年産
取組面積
のうち、
飼料向け
面積

（m2）

前年度
事業で

採択実績
の有無

（有る場合は
〇を記載）

備考

共同
利用

合計

カビ
毒低
減

肥料
削減

農薬
削減

土づ
くり

5 6 7 8 合計
排水
対策
（畑）

交付
申請額
（千円）

交付
対象
者数
（人）

配点基準の項目・ポイント 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

土層
改良
（畑）
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

合計

助成費委託費

内訳

○○県農業再生協議会　地域農業再生協議会別推進事業費（事務費）一覧

番号
地域農業再生

協議会名
推進事業（事務）に要す

る経費　計（千円）
備考

謝金 旅費
賃金及び
共済費等

事務等経費

別紙
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番   号

年 月 日

○○農政局長

北海道農政事務所長   殿

内閣府沖縄総合事務局長

住所

○○県農業再生協議会

会長

畑作物産地形成促進事業にかかる都道府県取組計画書について

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23年４月１日付け 22経営第 7133 号農林水産事務次官依命通

知）Ⅳの第２の３の（６）の①の規定に基づき、都道府県取組計画書を作成したので、下記の関係書

類を添えて承認を申請する。

記

添付書類 都道府県取組計画書

（様式第 14-2号-１）
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番   号

年 月 日

○○農政局長

北海道農政事務所長   殿

内閣府沖縄総合事務局長

住所

○○農業再生協議会

会長

畑作物産地形成促進事業にかかる都道府県取組計画書の変更について

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23年４月１日付け 22経営第 7133 号農林水産事務次官依命通

知）Ⅳの第２の３の（８）の⑤の規定に基づき、都道府県取組計画書を変更したので、下記の関係書

類を添えて承認を申請する。

記

添付書類 都道府県取組計画書

（様式第 14-2号-２）
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番   号

年 月 日

○○農政局長

北海道農政事務所長   殿

内閣府沖縄総合事務局長

農林水産省農産局長

畑作物産地形成促進事業の配分について

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23年４月１日付け 22経営第 7133 号農林水産事務次官依命通

知）Ⅳの第２の３の（６）の②の規定に基づき、配分対象となる都道府県取組計画書及び当該都道府

県農業再生協議会を決定したため、貴局（北海道農政事務所にあっては、貴所）管内へ通知された

い。

なお、配分額の詳細については、別紙のとおりとする。

記

都道府県農業再生協議会名 配分額

（様式第 14-３号）
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（様式第14－4号：参考様式）

１．申込者　必須

２．取組品目・面積　必須

面積
（㎡）

出荷・
販売

契約数量
（kg）

うち、
畑地化

加算面積
（㎡）

うち、
翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
予定面積
（㎡）

【参考】
うち、

飼料向け
面積

（㎡）

【新市場開拓向け】

【加工向け】

【新市場開拓向け】

【加工向け】

高収益作物 【新市場開拓向け】

高収益作物 【加工・業務用】

子実用とうもろこし

当年産
作付面積
（㎡）

※事業の取組
品目以外も作
付する場合は
ご記入下さい

(〒　　　ー　　　　)

▽ 事業で取り組む品目に✓を入れてください。
▽ 作付面積、事業取組面積は、㎡単位で、小数点以下切り捨ての数値を記載してください。
▽ 高収益作物に取り組む場合は、具体的な品目を記載してください。

なお、高収益作物については、水田活用の直接支払交付金の産地交付金によって地域農業再生協議会等が
当年度に支援を予定している品目が対象ですので、事前に地域農業再生協議会の事務局までご確認ください。

▽作付面積については、事業への取組品目以外でも作付する（した）場合はご記載下さい。

当年産事業取組　※

住　所

チェック欄

※事業の取
組品目に✔
を入れて下

さい

計：

麦

品目

※・当年産作付面積と本事業取組面積は異なる場合があります。
「当年産事業取組」の面積欄には、低コスト生産等の取組を各品目で確実に３つ以上行う予定の面積

（＝支援対象面積）であって、実需者との契約取引に基づく出荷・販売数量に応じた面積を記載してください。
・「畑地化加算面積」には、翌年度に水田活用の直接支払交付金の畑地化促進助成、又は畑地化促進事業の活用を予定している面積があり、

加算措置を希望する場合に記載してください。
なお、畑地化面積は、加算措置（0.5万円/10a）の対象となるため、計上する場合は翌年度の畑地化が必須となります。

・「翌年産ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｰｼｮﾝ予定面積」には、翌年度にブロックローテーションを予定している面積があれば記載してください。
・ 「うち、飼料向け面積」には、子実用とうもろこしの事業取組面積のうち、飼料用としている分の面積を記載してください。

（本項目は採択に影響を与えるものではありませんが、参考情報としてご記載願います）

大豆

品目：

品目：

品目：

品目：

前年産
作付面積
（㎡）

※事業の取組
品目以外も作
付した場合は
ご記入下さい

畑作物産地形成促進事業 取組計画書

農業再生協議会長　殿

フリガナ

締切：令和○年○月○日（　）

氏名又は法人・組織名

フリガナ

代表者氏名 (法人・組織のみ)

※ 必要事項を記入して、営農計画書を提出している地域農業再生協議会へ提出してください。
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３．実需者※との契約の有無について　必須

高収益作物
〔新市場開拓

向け〕

高収益作物
〔加工・
業務用〕

品目名
〔　　〕

品目名
〔　　〕

（１）
直接、実需者と販売契約
を締結している又は締結
する計画を有している場
合、実需者名を右欄に記
載

実
需
者
名

集
出
荷
業
者
等
名

実
需
者
名

（３）
農業者（申込者）が直
接、加工等を行っている
など、実需者の役割を兼
ねている場合、加工等の
取組内容を右欄に記載

加
工
等
の
取
組
内
容

（２）
集出荷業者（JAや卸売業
者）等と出荷契約を締結
し、その集出荷業者等が
実需者と販売契約を締結
している又は締結する計
画を有している場合、集
出荷事業者名と実需者名
を右欄に記載

上記表で実需者名等の欄が不足するなどの場合には以下に記載してくだい。
その場合、品目も併せて記載してください。

※ 本事業における実需者とは、加工等を行う食品製造事業者や外食・中食業者のほか、輸出を代行する輸出事業者等です。
▽ 取り組む品目毎に、（１）～（３）について該当する場合、具体的な実需者名（（２）には、集出荷業者等名も併せて）を必ず
記載してください。また、高収益作物については、具体的な品目も記載してください。
▽ 添付書類として、集出荷業者等や実需者との販売契約書の写しや、契約を締結する計画等を提出してください。

麦
〔新市場開拓

向け〕

麦
〔加工
向け〕

大豆
〔新市場開拓

向け〕

大豆
〔加工
向け〕

子実用
とうもろこし
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４．実施する取組

（１）麦に取り組む方は記載　選択

番号 取組メニュー
麦

（新市場開拓向け）
麦

（加工向け）

1 融雪促進 □ □

2 新たに導入した品種に応じた栽培管理 □ □

3 ふく土・踏圧 □ □

4 難防除雑草対策 □ □

5 生育予測システムを活用した開花期・収穫期予測 □ □

6 効率的・効果的な施肥 □ □

7 重要病害虫の防除 □ □

8 排水対策管理 □ □

9 農業機械の共同利用 □ □

10 スマート農業機器の活用 □ □

11
排水対策
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

12
土層改良
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

13
均平作業（傾斜均平）
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

14
畦畔除去
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

15 ほ場由来の温室効果ガスの削減 □ □

16 ほ場への炭素貯留 □ □

17
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

18
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

19
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

※　以下取組メニューのうち、畑作物本作化促進メニュー（排水対策、土層改良、均平作業、畦畔除去）の中から
　　必ず１つ以上含めて、品目毎に３つ以上の取組メニューに✓を入れて下さい
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４．実施する取組

（２）大豆に取り組む方は記載　選択

番号 取組メニュー
大豆

（新市場開拓向け）
大豆

（加工向け）

1 大豆３００Ａ技術 □ □

2 難防除雑草対策 □ □

3 土壌診断等を踏まえた施肥・土づくり □ □

4 新品種の導入 □ □

5 効率的な施肥 □ □

6
均平作業（傾斜均平）
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

7 摘心栽培 □ □

8 畝間冠水 □ □

9 団地化の推進 □ □

10 化学肥料の使用量削減 □ □

11 化学農薬の使用量削減 □ □

12
排水対策
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

13 農業機械の共同利用 □ □

14 スマート農業機器の活用 □ □

15
土層改良
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

16
畦畔除去
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

17 ほ場由来の温室効果ガスの削減 □ □

18 ほ場への炭素貯留 □ □

19
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

20
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

21
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

※　以下取組メニューのうち、畑作物本作化促進メニュー（排水対策、土層改良、均平作業、畦畔除去）の中から
　　必ず１つ以上含めて、品目毎に３つ以上の取組メニューに✓を入れて下さい
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４．実施する取組

（３）高収益作物に取り組む方は記載　選択
※　複数の品目に取り組む場合は、品目毎にシートを分けて作成してください

品目名
（　　　　　）

品目名
（　　　　　）

品目名
（　　　　　）

品目名
（　　　　　）

1 生物農薬の導入 □ □ □ □

2 農薬によらない病害虫対策 □ □ □ □

3 農薬によらない土壌消毒 □ □ □ □

4 農薬のドリフト対策 □ □ □ □

5 化学肥料の使用量削減 □ □ □ □

6 化学農薬の使用量削減 □ □ □ □

7
土壌診断等を踏まえた施肥・
土作り

□ □ □ □

8 新品種の導入 □ □ □ □

9
排水対策
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □ □ □

10 農業機械の共同利用 □ □ □ □

11 スマート農業機器の活用 □ □ □ □

12
土層改良
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □ □ □

13
畦畔除去
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □ □ □

14
均平作業（傾斜均平）
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □ □ □

15 ほ場由来の温室効果ガスの削減 □ □ □ □

16 ほ場への炭素貯留 □ □ □ □

17
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □ □ □

18
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □ □ □

19
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □ □ □

高収益作物
（加工向け）

番号 取組メニュー

高収益作物
（新市場開拓向け）

※　以下取組メニューのうち、畑作物本作化促進メニュー（排水対策、土層改良、均平作業、畦畔除去）の中から必ず１つ以上含めて、
　　品目毎に３つ以上の取組メニューに✓を入れて下さい
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４．実施する取組

（４）子実用とうもろこしに取り組む方は記載　選択

番号 取組メニュー 子実用とうもろこし

1
排水対策
　　※畑作物本作化促進メニュー

□

2
均平作業（傾斜均平）
　　※畑作物本作化促進メニュー

□

3 堆肥の利用 □

4 効果的な施肥 □

5 農薬によらない病害虫対策 □

6 生物農薬の活用 □

7 難防除雑草対策 □

8 カビ毒の低減 □

9 化学肥料の使用量削減 □

10 化学農薬の使用量削減 □

11 土壌診断等を踏まえた施肥・土づくり □

12 農業機械の共同利用 □

13 スマート農業機器の活用 □

14
土層改良
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□

15
畦畔除去
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□

16 ほ場由来の温室効果ガスの削減 □

17 ほ場への炭素貯留 □

18
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□

19
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□

20
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□

※　以下取組メニューのうち、畑作物本作化促進メニュー（排水対策、土層改良、均平作業、畦畔
　　除去）の中から必ず１つ以上含めて、品目毎に３つ以上の取組メニューに✓を入れて下さい
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５．確認欄（以下の□に✓を入れ、署名をしてください）　必須

□ 国の他の助成事業（当年産に係る事業（水田活用の直接支払交付金のうち
産地交付金を除く））で支援を受けている又は受ける予定となっている取組
は選択しておらず、補助金等の重複受給はありません。

□ 本事業で支援を受けた水田の面積については、当年産の水田活用の直接
支払交付金の戦略作物助成（麦・大豆、飼料作物（子実用とうもろこし））の
対象面積から除外されることについて了承します。

□ 取組を実施しても、採択審査の結果、助成対象とならない場合があることに
ついて了承します。

□ 出荷・販売契約書や出荷・販売伝票等の証拠書類を事業翌年度から５年間
保管し、地域農業再生協議会や地方農政局等からの求めがあった場合に
は、提出します。

□ 以下の場合には、交付金を返還すること、又は交付されないことに異存あり
ません。

・本計画書に基づく内容において、虚偽の申請をしたことが判明した場合
・正当な理由なく、本計画書に記載した対象作物を作付けていないことが判
明した場合
・本計画書に記載した対象作物について、必要な出荷・販売契約等の締結
をしていないこと、適切な作付け・肥培管理・収穫等が行われていないこと
や、正当な理由なく、出荷・販売をしていないこと、その他交付要件を満たす
取組が行われていないことが判明した場合
・必要書類が保管されておらず、要件を満たすことが確認できない場合や提
出を拒む場合
・地域農業再生協議会等による適正な事業執行等のための調査に応じない
場合

上記確認内容に同意すること、助成対象となった場合には、確実に取組を実施
するとともに、取組の結果報告を行うことを誓約します。

令和 年 月 日 氏名
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（様式第14－５号：参考様式）

１．取組計画実施者

２．取組品目・面積

面積
（㎡）

出荷・販
売

契約数量
（kg）

うち、
畑地化加

算
面積

（㎡）

うち、
翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ
ﾛｰﾃｼｮﾝ

予定面積
（㎡）

うち、
飼料向け

面積
（㎡）

 面積※
  （㎡）

出荷・販売
契約数量
（kg）

うち、
畑地化加算

面積
（㎡）

うち、
翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ
ﾛｰﾃｼｮﾝ

予定面積
（㎡）

  うち、
飼料向け

面積
  （㎡）

【新市場開拓向け】

【加工向け】

【新市場開拓向け】

【加工向け】

高収益作物 【新市場開拓向け】

高収益作物 【加工・業務用】

子実用とうもろこし

合計：

品目：

品目：

※・当年産の作付面積と本事業取組面積は異なる場合があります。
　 「当年産事業取組」の面積欄には、低コスト生産等の取組を各品目で確実に３つ以上行う予定の面積
　（＝支援対象面積）であって、実需者との契約取引に基づく出荷・販売数量に応じた面積を記載してください。
　・「畑地化加算面積」には、翌年度に水田活用の直接支払交付金の畑地化促進助成、又は畑地化促進事業の活用を予定している面積があり、加算措置を希望する場合に記載してください。
　　なお、畑地化加算面積は、加算措置（0.5万円/10a）の対象となるため、計上する場合は翌年度の畑地化が必須となります。
　・「翌年産ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｰｼｮﾝ予定面積」には、翌年度にブロックローテーションを予定している面積があれば記載してください。
　・ 「うち、飼料向け面積」には、子実用とうもろこしの事業取組面積のうち、飼料用としている分の面積を記載してください。
　　（本項目は採択に影響を与えるものではありませんが、参考情報としてご記載願います）

大豆

品目：

品目：

住　所
(〒　　　ー　　　　)

▽ 取り組んだ品目に✓を入れてください。
▽ 事業取組面積は、㎡単位で、小数点以下切り捨ての数値を記載してください。
▽ 高収益作物に取り組む場合は、具体的な品目を記載してください。

チェック欄

※事業の取
組品目に✔
を入れて下

さい

品目

計画 実績

前年産
作付面積
（m2）

当年産
作付面積
（m2）

当年産事業取組

前年産
作付面積
（m2）

当年産
作付面積
（m2）

当年産事業取組

麦

氏名又は法人・組織名

フリガナ

代表者氏名 (法人・組織のみ)

フリガナ

畑作物産地形成促進事業
取組計画実施報告書

締切：令和○年○月○日（　）

　　　　　　　　　　農業再生協議会長　殿

取組計画に基づき下記のとおり取組を実施しましたので、経営所得安定対策等実施要綱（平成23年４月１日付け22経営第7133号農林水産事務次官依命通知）Ⅳの第２の３の（９）
の⑦の規定に基づき、下記のとおり報告します。

※ 必要事項を記入して、営農計画書を提出している地域農業再生協議会へ提出してください。
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３．実施した取組

（１）麦に取り組んだ方は記載　選択

1 融雪促進 □ □

2 新たに導入した品種に応じた栽培管理 □ □

3 ふく土・踏圧 □ □

4 難防除雑草対策 □ □

5 生育予測システムを活用した開花期・収穫期予測 □ □

6 効率的・効果的な施肥 □ □

7 重要病害虫の防除 □ □

8 排水対策管理 □ □

9 農業機械の共同利用 □ □

10 スマート農業機器の活用 □ □

11
排水対策
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

12
土層改良
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

13
均平作業（傾斜均平）
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

14
畦畔除去
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

15 ほ場由来の温室効果ガスの削減 □ □

16 ほ場への炭素貯留 □ □

17
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

18
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

19
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

番号 取組メニュー
麦

（新市場開拓向け）
麦

（加工向け）

※ 申請時に選択した品目毎の取組メニュー（３つ以上）のうち、

実際に実施したものに✓を入れて下さい
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３．実施した取組

（２）大豆に取り組んだ方は記載　選択

1 大豆３００Ａ技術 □ □

2 難防除雑草対策 □ □

3 土壌診断等を踏まえた施肥・土づくり □ □

4 新品種の導入 □ □

5 効率的な施肥 □ □

6
均平作業（傾斜均平）
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

7 摘心栽培 □ □

8 畝間冠水 □ □

9 団地化の推進 □ □

10 化学肥料の使用量削減 □ □

11 化学農薬の使用量削減 □ □

12
排水対策
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

13 農業機械の共同利用 □ □

14 スマート農業機器の活用 □ □

15
土層改良
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

16
畦畔除去
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □

17 ほ場由来の温室効果ガスの削減 □ □

18 ほ場への炭素貯留 □ □

19
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

20
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

21
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □

番号 取組メニュー
大豆

（新市場開拓向け）
大豆

（加工向け）

※ 申請時に選択した品目毎の取組メニュー（３つ以上）のうち、

実際に実施したものに✓を入れて下さい
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３．実施した取組

（３）高収益作物に取り組んだ方は記載　選択

品目名
（　　　　　）

品目名
（　　　　　）

品目名
（　　　　　）

品目名
（　　　　　）

1 生物農薬の導入 □ □ □

2 農薬によらない病害虫対策 □ □ □ □

3 農薬によらない土壌消毒 □ □ □ □

4 農薬のドリフト対策 □ □ □ □

5 化学肥料の使用量削減 □ □ □ □

6 化学農薬の使用量削減 □ □ □ □

7
土壌診断等を踏まえた施肥・
土作り

□ □ □ □

8 新品種の導入 □ □ □ □

9
排水対策
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □ □ □

10 農業機械の共同利用 □ □ □ □

11 スマート農業機器の活用 □ □ □ □

12
土層改良
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □ □ □

13
畦畔除去
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □ □ □

14
均平作業（傾斜均平）
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□ □ □ □

15 ほ場由来の温室効果ガスの削減 □ □ □ □

16 ほ場への炭素貯留 □ □ □ □

17
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □ □ □

18
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □ □ □

19
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□ □ □ □

番号 取組メニュー

高収益作物
（新市場開拓向け）

高収益作物
（加工向け）

※ 申請時に選択した品目毎の取組メニュー（３つ以上）のうち、

実際に実施したものに✓を入れて下さい

※ 複数の品目に取り組む場合は、品目毎にシートを分けて作成してください
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３．実施した取組

（４）子実用とうもろこしに取り組んだ方は記載　選択

1
排水対策
　　※畑作物本作化促進メニュー

□

2
均平作業（傾斜均平）
　　※畑作物本作化促進メニュー

□

3 堆肥の利用 □

4 効果的な施肥 □

5 農薬によらない病害虫対策 □

6 生物農薬の活用 □

7 難防除雑草対策 □

8 カビ毒の低減 □

9 化学肥料の使用量削減 □

10 化学農薬の使用量削減 □

11 土壌診断等を踏まえた施肥・土づくり □

12 農業機械の共同利用 □

13 スマート農業機器の活用 □

14
土層改良
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□

15
畦畔除去
　　　※畑作物本作化促進メニュー

□

16 ほ場由来の温室効果ガスの削減 □

17 ほ場への炭素貯留 □

18
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□

19
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□

20
地域特認メニュー
（　　　　　　　　　）

□

番号 取組メニュー 子実用とうもろこし

※ 申請時に選択した品目毎の取組メニュー（３つ以上）のうち、

実際に実施したものに✓を入れて下さい
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番   号

年 月 日

○○都道府県農業再生協議会

会長 殿

住所

○○地域農業再生協議会

会長

産地・実需協働プランに係る実施状況報告書について

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23年４月１日付け 22経営第 7133 号農林水産事務次官依命通

知）Ⅳの第２の３の（８）の⑧の規定に基づき、産地・実需協働プランに係る実施状況報告書を作成

したので、別添のとおり報告する。

記

添付書類 産地・実需協働プランに係る実施状況報告書

（様式第 14-６号）

300



作成年月日　 　令和　年　月　日

地域農業再生協議会名　

代表者名　

１　低コスト生産等の取組実績

合計：

※ 取組品目毎に別添の農業者別取組状況表を提出すること。

※ 水田面積、転換作物の作付面積はプランに参画している農業者に限らず、当該地域農業再生協議会全体の数値を記載すること。

計画

実績
※ 「交付対象者数（実人数）」欄には、品目ごとの重複を除いた実人数を記載すること。

２　事業における実施状況　

計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m
2
）

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m
2
）

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m
2
）

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m
2
）

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m
2
）

※１　「目標達成の有無」欄には、産地・実需協働プランで位置づけた目標を達成した場合は「○」、達成しなかった場合や実施しなかった場合は「×」を記入する。

6 7

麦　（加工向け）

大豆　（新市場開拓向け）

大豆　（加工向け）

高収益作物（新市場開拓向け）

高収益作物（加工・業務用）

子実用とうもろこし

計画面積
に

対する
未達面積

（m
2
）

①を選択した場合 ②を選択した場合

計画達成
の有無

計画面積
に

対する
未達面積

（m2
）

麦　（新市場開拓向け）

②を選択した場合

計画達成
の有無

計画面積
に

対する
未達面積

（m
2
）

①を選択した場合 ②を選択した場合

計画達成
の有無

チ

ェ

ッ

ク

欄

品目

配点基準の項目

1 2 3
4 5

実績値が計画に
達していない場合は

その理由

①を選択した場合
8

交付対象者数（実人数）（人）

交付対象者数（実人数）（人）

実績
当年産　水田面積（a）

当年産　転換作物の作付面積（a）

※ 主食用米の作付面積はプランに参画している農業者に限らず、当該地域農業再生協議会全体の数値を記載すること。

計画
当年産　水田面積（a）

当年産　転換作物の作付面積（a）

当年産　主食用米の作付面積（a）

実績
前年産　主食用米の作付面積（a）

当年産　主食用米の作付面積（a）

大豆　（加工向け）

高収益作物（新市場開拓向け）

高収益作物（加工・業務向け）

子実用とうもろこし

計画
前年産　主食用米の作付面積（a）

うち、
畑地化加算

面積

（m2）

うち、
翌年産

ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｼｮ
ﾝ

予定

面積（m2）

うち、
飼料向け

面積（m
2
）

麦　（新市場開拓向け）

麦　（加工向け）

大豆　（新市場開拓向け）

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

面積

（m
2
）

出荷・販売
契約数量

（kg）

うち、
畑地化加算

面積

（m2）

うち、
翌年産

ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｼｮ
ﾝ

予定
面積

（m2）

うち、
飼料向け

面積（m
2
）

面積

（m
2
）

出荷・販売
契約数量

（kg）

うち、
新規に取り
組む農業者

の
取組面積

（m2）

うち、
新規に取り
組む農業者

の
取組割合
（％）

○○地域実施状況報告書（畑作物産地形成促進事業）

チ

ェ

ッ

ク

欄

品目 前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

うち、
地域計画の
目標地図に
位置付けら

れた
農業者の
取組面積

（m2）

うち、
地域計画の
目標地図に
位置付けら

れた
農業者の
取組割合
（％）

うち、
新規に取り
組む農業者

の
取組面積

（m2）

うち、
新規に取り
組む農業者

の
取組割合
（％）

うち、
地域計画の
目標地図に
位置付けら

れた
農業者の
取組面積

（m2）

うち、
地域計画の
目標地図に
位置付けら

れた
農業者の
取組割合
（％）

当年産取組

計画 実績

当年産取組

様式第14－６号別添
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経営形態

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m
2
）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

合計

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m
2
）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

畦畔
除去
（畑）

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

排水
対策
管理

共同
利用

ス
マー
ト農
業

排水
対策
（畑）

土層
改良
（畑）

均平
作業
（畑）

病害
虫防
除

○○農業再生協議会　農業者別取組状況表
【麦】（新市場開拓向け）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定対
策等の交付申請
者管理コード

低コスト生産等の取組　　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー 計画 実績

備考

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

融雪
促進

栽培
管理

ふく
土踏
圧

難防
除雑
草

生育
予測
システ
ム

施肥

別紙
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経営形態

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

合計

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

土層
改良
（畑）

均平
作業
（畑）

畦畔
除去
（畑）

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

施肥
病害
虫防
除

排水
対策
管理

共同
利用

ス
マー
ト農
業

生育
予測
システ
ム

畑地化加算
面積

（m
2
）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m
2
）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

○○農業再生協議会　農業者別取組状況表
【麦】（加工向け）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定対
策等の交付申請
者管理コード

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

低コスト生産等の取組　　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー 計画 実績

備考排水
対策
（畑）

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

融雪
促進

栽培
管理

ふく
土踏
圧

難防
除雑
草

別紙
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経営形態

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

温室
効果
ガス
の削
減

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

合計

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

肥料
削減

共同
利用

ス
マー
ト農
業

土層
改良
（畑）

畦畔
除去
（畑）

排水
対策
（畑）

施肥
均平
作業
（畑）

摘心
栽培

畝間
冠水

団地
化

○○農業再生協議会　農業者別取組状況表
【大豆】（新市場開拓向け）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定
対策等の交付
申請者管理コー

ド

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

低コスト生産等の取組　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー 計画 実績

備考農薬
削減

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

300
Ａ技
術

難防
除雑
草

土づ
くり

新品
種導
入

別紙
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経営形態

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

合計

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

ス
マー
ト農
業

土層
改良
（畑）

畦畔
除去
（畑）

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

畝間
冠水

団地
化

肥料
削減

農薬
削減

排水
対策
（畑）

摘心
栽培

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

○○農業再生協議会　農業者別取組状況表
【大豆】（加工向け）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定
対策等の交付
申請者管理コー

ド

低コスト生産等の取組　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー 計画 実績

備考

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

300
Ａ技
術

共同
利用

難防
除雑
草

土づ
くり

新品
種導
入

施肥
均平
作業
（畑）

別紙
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経営形態

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合計

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

土層
改良
（畑）

畦畔
除去
（畑）

均平
作業
（畑）

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

農薬
削減

土づ
くり

新品
種導
入

排水
対策
（畑）

共同
利用

肥料
削減

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

○○農業再生協議会　農業者別取組状況表
【高収益作物】（新市場開拓向け）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定対
策等の交付申請
者管理コード

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

低コスト生産等の取組　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー 計画 実績

備考
ス
マー
ト農
業

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

生物
農薬

病害
虫対
策

土壌
消毒

ドリ
フト
対策

別紙

306



経営形態

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

合計

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

均平
作業
（畑）

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

新品
種導
入

排水
対策
（畑）

共同
利用

ス
マー
ト農
業

土層
改良
（畑）

畦畔
除去
（畑）

土づ
くり

○○農業再生協議会　農業者別取組状況表
【高収益作物】（加工・業務用）

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定対
策等の交付申請
者管理コード

低コスト生産等の取組　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー 計画 実績

備考
　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

生物
農薬

病害
虫対
策

土壌
消毒

ドリ
フト
対策

肥料
削減

農薬
削減

別紙
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経営形態

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

飼料向け
面積

（m2）

合計

新規対
象者に
「✔」を
記載

地域計
画の目
標地図
に位置
付けら
れた者
に「✔」
を記載

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

飼料向け
面積

（m2）

前年産
作付面積

（m2）

カビ
毒低
減

肥料
削減

農薬
削減

土づ
くり

共同
利用

ス
マート
農業

土層
改良
（畑）

畦畔
除去
（畑）

温室
効果
ガス

の削減

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

難防
除雑
草

○○農業再生協議会　農業者別取組状況表
【子実用とうもろこし】

番号
氏名又は

法人・組織名

経営所得安定対
策等の交付申請
者管理コード

低コスト生産等の取組　※「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー 計画 実績

備考

　１　個人
　２　法人
　３　集落営農
　のどれかを記
載

排水
対策
（畑）

均平
作業
（畑）

堆肥
利用

施肥
病害
虫対
策

生物
農薬

別紙
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番   号

年 月 日

○○農政局長

北海道農政事務所長   殿

内閣府沖縄総合事務局長

住所

○○県農業再生協議会

会長

低コスト生産等の取組に係る都道府県事業実施状況報告書について

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23年４月１日付け 22経営第 7133 号農林水産事務次官依命通

知）Ⅳの第２の３の（８）の⑧の規定に基づき、都道府県事業実施状況報告書を作成したので、別添

のとおり報告する。

記

添付書類 都道府県事業実施報告書

実施状況報告書

（様式第 14-７号）
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作成年月日　　　　令和　年　月　日
都道府県協議会名　
代表者名　

○　低コスト生産等の取組実績

合計：

※　地域農業再生協議会から提出のあったの実施状況報告書に基づき、取組品目毎に別添を提出すること。

※　水田面積、転換作物の作付面積はプランに参画している農業者に限らず、当該地域農業再生協議会全体の数値を記載すること。

計画
実績

様式第14－７号別添

都道府県事業実施状況報告書（畑作物産地形成促進事業）

チ

ェ
ッ
ク

欄

品目

実績

前年産
作付面積

（m2）

うち、
飼料向け

面積（m2）

当年産取組

計画

うち、
新規に取り
組む農業者

の
取組面積

（m
2
）

うち、
地域計画の
目標地図に
位置付けら

れた
農業者の
取組面積

（m
2
）

うち、
新規に取り
組む農業者

の
取組面積

（m
2
）

うち、
地域計画の
目標地図に
位置付けら

れた
農業者の
取組面積

（m
2
）

当年産取組

出荷・販売
契約数量

（kg）

うち、
畑地化加算

面積（m
2
）

うち、
翌年産

ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｼｮ
ﾝ

予定面積

（m
2
）

うち、
飼料向け

面積（m2）

子実用とうもろこし

面積

（m2）

出荷・販売
契約数量

（kg）

うち、
畑地化加算

面積（m
2
）

うち、
翌年産

ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｼｮ
ﾝ

予定面積

（m
2
）

麦　（加工向け）

大豆　（新市場開拓向け）

大豆　（加工向け）

高収益作物（新市場開拓向け）

高収益作物（加工・業務向け）

麦　（新市場開拓向け）

当年産
作付面積

（m2）

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）
面積

（m2）

実績
前年産　主食用米の作付面積（a）
当年産　主食用米の作付面積（a）

計画
前年産　主食用米の作付面積（a）
当年産　主食用米の作付面積（a）

※　主食用米の作付面積はプランに参画している農業者に限らず、当該地域農業再生協議会全体の数値を記載すること。

計画
当年産　水田面積（a）
当年産　転換作物の作付面積（a）

交付対象者数（実人数）（人）
※　「交付対象者数（実人数）」欄には、品目毎の重複を除いた実人数を記載すること。

実績
当年産　水田面積（a）
当年産　転換作物の作付面積（a）

交付対象者数（実人数）（人）
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計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○○農業再生協議会　品目別取組状況表
【麦】（新市場開拓向け）

番号 地域農業再
生協議会名

計画 実績

交付
対象者数

（人）

配点基準の項目 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

備考
当年産

作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m
2
）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

2 3 4 5
ほ場
への
炭素
貯留計画達成

の有無

均平
作業
（畑）

畦畔
除去
（畑）

温室
効果
ガス
の削
減

難防
除雑
草

生育
予測

システ
ム

施肥
実績値が目標に達して
いない場合はその理由

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

目標（％） 実績（％）

地域
特認①を選択した場合 ②を選択した場合

計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m

①を選択した場合

病害
虫防
除

排水
対策
管理

共同
利用

ス
マー
ト農
業

排水
対策
（畑）

土層
改良
（畑）

融雪
促進

栽培
管理

ふく
土踏
圧

実績（％）

合計

②を選択した場合
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m
2
）

計画（％）

②を選択した場合
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m ）

①を選択した場合

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m ）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

前年産
作付面積

（m ） 目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

6 7

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

目標（％） 実績（％）
目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

8

目標（％） 実績（％）
目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）
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計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○○農業再生協議会　品目別取組状況表
【麦】（加工向け）

番号 地域農業再
生協議会名

計画 実績

交付
対象者数

（人）

配点基準の項目 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

備考
前年産

作付面積

（m ）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

生育
予測

システ
ム

施肥

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

排水
対策
管理

6

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m ）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

2 3 4 5

目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

目標（％） 実績（％）

難防
除雑
草

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認①を選択した場合 ②を選択した場合

計画達成
の有無

計画面積
に

対する
未達面積

（m
2
）

①を選択した場合 ②を選択した場合
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m ）

ス
マー
ト農
業

排水
対策
（畑）

土層
改良
（畑）

均平
作業
（畑）

計画面積
に対する
未達面積

（m
2
）

温室
効果
ガス
の削
減

畦畔
除去
（畑）

①を選択した場合

実績（％）
目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

目標（％） 実績（％）

病害
虫防
除

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

共同
利用

7 8

実績値が目標に達して
いない場合はその理由

融雪
促進

栽培
管理

ふく
土踏
圧

合計

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

目標（％） 実績（％）
目標達成
の有無

②を選択した場合
計画達成
の有無

畑地化加算
面積

（m
2
）

計画（％）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

312



計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○○農業再生協議会　品目別取組状況表
【大豆】（新市場開拓向け）

番号 地域農業再
生協議名

計画 実績

交付
対象者数

（人）

配点基準の項目 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

備考

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

実績値が目標に達して
いない場合はその理由

②を選択した場合

計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m2）

計画（％）

1 2 3 4 5

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

実績（％）
目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

目標（％）

温室
効果
ガス
の削
減

ほ場
への
炭素
貯留

排水
対策
（畑
）

300
Ａ技
術

難防
除雑
草

土づ
くり

新品
種導
入

施肥

均平
作業
（畑
）

摘心
栽培

畝間
冠水

団地
化

肥料
削減

農薬
削減

目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

地域
特認

①を選択した場合 ②を選択した場合

計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m2）

①を選択した場合 ②を選択した場合

計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m2）

①を選択した場合 共同
利用

ス
マー
ト農
業

土層
改良
（畑
）

畦畔
除去
（畑
）実績（％）

目標達成
の有無

合計

6 7 8

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

目標（％）実績（％）
計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

目標（％） 実績（％）

313



計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○○農業再生協議会　品目別取組状況表
【大豆】（加工向け）

番号 地域農業再
生協議名

計画 実績

交付
対象者数

（人）

配点基準の項目 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

備考前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2

均平
作業
（畑
）

摘心
栽培

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

6

前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

1 2 3 4 5

実績（％）

計画面積
に対する
未達面積

（m2）

①を選択した場合

計画達成
の有無

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

①を選択した場合 ②を選択した場合

計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m2）

①を選択した場合 ②を選択した場合 肥料
削減

農薬
削減

排水
対策
（畑
）

共同
利用

ス
マー
ト農
業

土層
改良
（畑
）

団地
化

7

畦畔
除去
（畑
）

温室
効果
ガス
の削
減

8

実績値が目標に達して
いない場合はその理由

300
Ａ技
術

難防
除雑
草

土づ
くり

施肥
畝間
冠水

目標（％）目標（％） 実績（％）
目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

新品
種導
入目標達成

の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

実績（％）

合計

目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

計画（％） 実績（％）

②を選択した場合

計画達成
の有無

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

畑地化加算
面積

（m2）
計画面積
に対する
未達面積

（m2）

計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

目標（％）
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計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○○農業再生協議会　品目別取組状況表
【高収益作物】（新市場開拓向け）

番号 地域農業再
生協議会名

計画 実績

交付
対象者数

（人）

配点基準の項目 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

備考当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

ほ場
への
炭素
貯留計画達成

の有無

畦畔
除去
（畑
）

均平
作業
（畑
）

温室
効果
ガス
の削
減

ドリ
フト

対策

肥料
削減

農薬
削減

実績値が目標に達して
いない場合はその理由

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

目標（％） 実績（％）
目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

6 72 3 4 5

目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

地域
特認

①を選択した場合 ②を選択した場合
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m2）

①を選択した場合
土づ
くり

新品
種導
入

排水
対策
（畑
）

共同
利用

ス
マー
ト農
業

土層
改良
（畑
）

生物
農薬

病害
虫対
策

土壌
消毒

実績（％）

合計

②を選択した場合
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m2）

計画（％）

②を選択した場合
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m2）

①を選択した場合

前年産
作付面積

（m2

当年産
作付面積

（m ）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

前年産
作付面積

（m2）

8

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

目標（％） 実績（％）
目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

目標（％） 実績（％）
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計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○○農業再生協議会　品目別取組状況表
【高収益作物】（加工・業務用）

番号 地域農業再
生協議会名

計画 実績

交付
対象者数

（人）

配点基準の項目 低コスト生産等の取組　※１　人数を記載　※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

備考前年産
作付面積

（m2）

当年産
作付面積

（m2）

当年産
取組面積

（m2）

肥料
削減

農薬
削減

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

新品
種導
入

6

前年産
作付面積

（m2

当年産
作付面積

（m ）

当年産
取組面積

（m2）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m2）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）

2 3 4 5

目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

目標（％） 実績（％）

ドリ
フト

対策

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

①を選択した場合 ②を選択した場合
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m2）

①を選択した場合 ②を選択した場合
計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m2）

共同
利用

ス
マー
ト農
業

土層
改良
（畑
）

畦畔
除去
（畑
）

計画面積
に対する
未達面積

（m2）

温室
効果
ガス
の削
減

均平
作業
（畑
）

①を選択した場合

実績（％）
目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

目標（％） 実績（％）

土づ
くり

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

排水
対策
（畑
）

7 8

実績値が目標に達して
いない場合はその理由

生物
農薬

病害
虫対
策

土壌
消毒

合計

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m2）

目標（％） 実績（％）
目標達成
の有無

②を選択した場合
計画達成
の有無

畑地化加算
面積

（m2

計画（％）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m2）
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計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％） 計画（ha） 実績（ha） 計画（％） 実績（％）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

目標（％） 実績（％）

畑地化加算
面積

（m
2
）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m
2
）

1 2 3

合計

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

4

①を選択した場合 ②を選択した場合

計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m
2
）

6 7 8

計画（％） 実績（％）
計画達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

目標（％） 実績（％） 目標（％） 実績（％）
目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

ほ場
への
炭素
貯留

地域
特認

①を選択した場合 ②を選択した場合

計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m
2
）

①を選択した場合 ②を選択した場合

計画達成
の有無

計画面積
に対する
未達面積

（m
2
）

土づ
くり

共同
利用

ス
マー
ト農
業

土層
改良
（畑）

畦畔
除去
（畑）

温室
効果
ガス
の削
減

農薬
削減

5

実績値が目標に達して
いない場合はその理由

排水
対策
（畑）

均平
作業
（畑）

堆肥
利用

施肥

目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

目標達成
の有無

目標面積
に対する
未達面積

（m
2
）

病害
虫対
策

生物
農薬

難防
除雑
草

カビ
毒低
減

肥料
削減

○○農業再生協議会　品目別取組状況表
【子実用とうもろこし】

番号 地域農業再
生協議会名

計画 実績

交付
対象者数

（人）

配点基準の項目 低コスト生産等の取組　※1 人数を記載 ※２　「（畑）」は畑作物本作化促進メニュー

備考前年産
作付面積

（m
2
）

当年産
作付面積

（m
2
）

当年産
取組面積

（m
2
）

当年産
出荷・販売
契約数量

（kg）

畑地化加算
面積

（m
2
）

翌年産
ﾌﾞﾛｯｸ

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ
取組面積

（m ）
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（様式第15号）

（単位：円）

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

都道府県
合計※11

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※１　要望者１名につき１行で、品目別・支援メニュー別の活用予定面積を記入してください。

※２　経営所得安定対策等の交付申請者管理コードは、18桁のコードを省略せずに記入してください。

※４　畑地化支援における「高収益作物（14万円/10a）」及び「その他作物（14万円/10a）」の活用予定面積は、活用予定ほ場の田本地面積を記入してください。

※６　「高収益作物定着促進支援」及び「畑作物定着促進支援」のうち、「Ｒ６年開始面積」には、Ｒ６年から５年間取り組む面積（基幹作）を記入してください（Ｒ６年産（Ｒ６年の作付面積）」ではありません）。

※７　「推進計画位置付け（該当は○）」は、

① 取組開始年産に、

② 都道府県計画に位置付けられた産地において

③ 産地推進計画に位置付けられた高収益作物を作付けた農地が、

④ 本要望調査の「高収益作物定着促進支援」の中に一部でも含まれている場合に、

「○」を記入してください。なお、記号の「○」を記入してください。（漢数字の「○」を記入すると適切に集計されません。）

※８　「推進計画位置付け（該当は○）」で「○」を記入した場合でも、高収益作物定着促進支援の面積は、推進計画に位置付けられている面積だけでなく、高収益作物定着促進支援の活用予定面積全体を記入してください。

※10　要望額の計算にあたっては、一括交付方式に「○」を記入した場合は、５年分の単価を乗じます。

※11　都道府県合計欄には、都道府県ごとに合計値を記載してください。氏名欄の合計は、本事業における都道府県ごとの要望者の合計人数を記載してください。

畑地化促進事業（畑地化支援・定着促進支援）に係る要望調査表

都道府県名 協議会名
氏名
※1

経営所得安
定対策等の
交付申請者
管理コード
（18桁）
※2

畑地化支援※5 高収益作物定着促進支援※8 畑作物定着促進支援

交付方式
（一括交付
方式を希望
する場合は

○）
※9

要望額
※10

Ｒ６年 Ｒ６年開始面積※6 Ｒ６年開始面積※6

合計
（a）
※3

高収益作物
（14万円/10a

対象面積）

（a）
※4

その他作物
（14万円/10a
対象面積）

（a）
※4

総合計
（a）
※3

加工・業務用 加工・業務用以外

※９　「交付方式（一括交付方式を希望する場合は○）」は、一括交付方式を希望する場合は「○」を記入してください。（記入いただいた場合でも、予算額との関係上、分割交付方式となる場合があります。あらかじめご承知おきく
ださい。）なお、記号の「○」を記入してください。（漢数字の「○」を記入すると適切に集計されません。）

子実用とうも
ろこし（飼料
作物以外）

（㎡）

そば
（㎡）

なたね
（㎡）

その他
（㎡）

合計
（３万円/10a
対象面積）
（a）※3

野菜
（㎡）

果樹
（㎡）

合計
（２万円/10a
対象面積）
（a）※3

野菜
（㎡）

果樹
（㎡）

推進計画
位置付け

（該当は○）
※7

合計
（a）
※3

麦
（㎡）

大豆
（㎡）

飼料作物
（子実用とう
もろこし以

外）
（㎡）

花き・花木
（㎡）

その他
（㎡）

※３　色塗り箇所については計算式が入っていますので、面積の記入は不要です。色塗りの無い記載欄（各品目の面積）に活用予定面積（㎡単位）を記入してください。ただし、畑地化支援における「高収益作物（14万円/10a）」及び
「その他作物（14万円/10a）」の記載欄は、それぞれ1a未満切り捨てで活用予定面積を記入してください。

※５　畑地化支援の活用見込みの農地については、本要望調査の回答時点で関係者（土地所有者や土地改良区、地域農業再生協議会など）との調整が完全に終わっている必要はありません。（調整を終えていただく時期については別途
連絡いたします。）

誤って「Ｒ６年産」の面積を記入した場合、「Ｒ６年産」の面積には、Ｒ６年から取組を開始した面積と、Ｒ５年以前から取組を開始して作付した面積が含まれてしまいます。そのため「Ｒ６年産」ではなく、前者の「Ｒ６年開
　　始面積」のみを記入するようご留意ください。

飼料作物
（子実用とう
もろこし）
（㎡）
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番   号

年 月 日

○○農政局長

北海道農政事務所長   殿

内閣府沖縄総合事務局長

農林水産省農産局長

畑地化促進事業（畑地化支援・定着促進支援）に係る配分について

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23年４月１日付け 22経営第 7133 号農林水産事務次官依命通

知）Ⅳの第２の４の（７）の②のアの規定に基づき、配分対象者を別紙のとおり決定したため、貴局

（北海道農政事務所にあっては、貴所）管内へ通知されたい。

（様式第 １６-１号）
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番   号

年 月 日

○○県知事 殿

○○農政局長

北海道農政事務所長

内閣府沖縄総合事務局長

畑地化促進事業（畑地化支援・定着促進支援）に係る配分について

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23年４月１日付け 22経営第 7133 号農林水産事務次官依命通

知）Ⅳの第２の４の（７）の②のイの規定に基づき、配分対象者を別紙のとおり、通知します。

（様式第 １６-２号）
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番   号

年 月 日

○○地域農業再生協議会長 殿

○○県知事

畑地化促進事業（畑地化支援・定着促進支援）に係る配分について

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23年４月１日付け 22経営第 7133 号農林水産事務次官依命通

知）Ⅳの第２の４の（７）の②のウの規定に基づき、配分対象者を別紙のとおり、通知します。

（様式第 １６-３号）
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番   号

年 月 日

○○ 〇〇 殿

○○地域農業再生協議会長

畑地化促進事業（畑地化支援・定着促進支援）に係る配分について

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23年４月１日付け 22経営第 7133 号農林水産事務次官依命通

知）Ⅳの第２の４の（７）の②のエの規定に基づき、配分対象として、貴殿へ通知します。

（様式第 １６-４号）
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（様式第16号別紙）

（単位：円）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都道府県
合計※12

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※１　要望者１名につき１行で、品目別・支援メニュー別の活用予定面積を記入してください。

※２　経営所得安定対策等の交付申請者管理コードは、18桁のコードを省略せずに記入してください。

※３　色塗り箇所については計算式が入っていますので、面積の記入は不要です。色塗りの無い記載欄（各品目の面積）に活用予定面積（㎡単位）を記入してください。ただし、畑地化支援における「高収益作物（17.5万円/10a）」及び「その他作物（14万円/10a）」の記載欄は、それぞれ1a未満切り捨てで活用予定面積を記入してください。

※４　畑地化支援における「高収益作物（17.5万円/10a）」及び「その他作物（14万円/10a）」の活用予定面積は、活用予定ほ場の田本地面積を記入してください。

※５　畑地化支援の活用見込みの農地については、本要望調査の回答時点で関係者（土地所有者や土地改良区、地域農業再生協議会など）との調整が完全に終わっている必要はありません。（要望調査後の交付申請までには終えていただく必要があります。）

※６　「高収益作物定着促進支援」及び「畑作物定着促進支援」のうち、「Ｒ４年開始面積」には、Ｒ４年から５年間取り組む面積（基幹作）を記入してください。なお、Ｒ４年当初予算で既に高収益作物定着促進支援を受けている場合は、当該支援対象面積を除いた面積を記入してください。

※７　「高収益作物定着促進支援」及び「畑作物定着促進支援」のうち、「Ｒ５年開始面積」には、Ｒ５年から５年間取り組む面積（基幹作）を記入してください（Ｒ５年産（Ｒ５年の作付面積）」ではありません）。

誤って「Ｒ５年産」の面積を記入した場合、「Ｒ５年産」の面積には、Ｒ５年から取組を開始した面積と、Ｒ４年から取組を開始して２年目に作付した面積が含まれてしまい、後者は「Ｒ４年開始面積」と重複してしまいます。そのため「Ｒ５年産」ではなく、前者の「Ｒ５年開始面積」のみを記入するようご留意ください。

※８　「推進計画位置付け（該当は○）」は、

① 取組開始年産（Ｒ４年開始面積ならＲ４、Ｒ５年開始面積ならＲ５）に、

② 都道府県計画に位置付けられた産地において

③ 産地推進計画に位置付けられた高収益作物を作付けた農地が、

④ 本要望調査の「高収益作物定着促進支援」の中に一部でも含まれている場合に、

「○」を記入してください。なお、記号の「○」を記入してください。（漢数字の「○」を記入すると適切に集計されません。）

※９　「推進計画位置付け（該当は○）」で「○」を記入した場合でも、高収益作物定着促進支援の面積は、推進計画に位置付けられている面積だけでなく、高収益作物定着促進支援の活用予定面積全体を記入してください。

※10　「交付方式（一括交付方式を希望する場合は○）」は、一括交付方式を希望する場合は「○」を記入してください。（記入いただいた場合でも、予算額との関係上、分割交付方式となる場合があります。あらかじめご承知おきください。）なお、記号の「○」を記入してください。（漢数字の「○」を記入すると適切に集計されません。）

※11　要望額の計算にあたっては、以下の点にご留意ください。

①定着促進支援においては、Ｒ４開始分は、Ｒ４とＲ５の２年産分が対象のため、２倍の単価を乗じます。

②一括交付方式に「○」を記入した場合は、①にかかわらず、Ｒ４年産とＲ５年産のいずれであっても、５年分の単価を乗じます。

※12　都道府県合計欄には、都道府県ごとに合計値を記載してください。氏名欄の合計は、本事業における都道府県ごとの要望者の合計人数を記載してください。

飼料作物
（子実用とう
もろこし）
（㎡）

子実用とう
もろこし（飼
料作物以

外）
（㎡）

畑地化促進事業（畑地化支援・定着促進支援）に係る配分について

推進計画
位置付け

（該当は○）
※8

飼料作物
（子実用とう
もろこし）
（㎡）

子実用とう
もろこし（飼
料作物以

外）
（㎡）

野菜
（㎡）

果樹
（㎡）

総合計
（a）
※3

麦
（㎡）

大豆
（㎡）

合計
（２万円/10a
対象面積）
（a）※3

花き・花木
（㎡）

その他
（㎡）

合計
（a）
※3

合計
（２万円/10a
対象面積）
（a）※3

大豆
（㎡）

なたね
（㎡）

その他
（㎡）

交付方式
（一括交付
方式を希望
する場合は

○）
※10

畑作物定着促進支援

要望額
※11

Ｒ４年開始面積※6 Ｒ５年開始面積※7

そば
（㎡）

なたね
（㎡）

その他
（㎡）

合計
（a）
※3

麦
（㎡）

そば
（㎡）

飼料作物
（子実用とう
もろこし以

外）
（㎡）

飼料作物
（子実用とう
もろこし以

外）
（㎡）

推進計画
位置付け

（該当は○）
※8

加工・業務用以外

花き・花木
（㎡）

その他
（㎡）

野菜
（㎡）

果樹
（㎡）

都道府県名 協議会名
氏名
※1

経営所得安
定対策等の
交付申請者
管理コード
（18桁）
※2

畑地化支援※5

Ｒ５年

合計
（a）
※3

高収益作物
（17.5万円/10a

対象面積）

（a）
※4

その他作物
（14万円/10a
対象面積）

（a）
※4

高収益作物定着促進支援※9

野菜
（㎡）

果樹
（㎡）

Ｒ４年開始面積　※6 Ｒ５年開始面積※7

合計
（３万円/10a
対象面積）
（a）※3

野菜
（㎡）

総合計
（a）
※3

合計
（３万円/10a
対象面積）
（a）※3

加工・業務用加工・業務用

果樹
（㎡）

加工・業務用以外
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a ㎡ a ㎡ a ㎡ a ㎡ a ㎡ a ㎡ a ㎡ a ㎡ a ㎡ a ㎡

大　　　豆 そ　　　ば

内閣府沖縄総合事務局長 ○○地域農業再生協議会会長　 

（参考様式1）

畑作物の直接支払交付金における作付面積確認報告書
○○農政局長　殿
北海道農政事務所長

年　月　日

大　　　豆 そ　　　ば な　た　ね

でん粉原料用
ばれいしょ

　　　年産経営所得安定対策加入者別の畑作物の直接支払交付金における作付面積を確認したので、経営所得安定対策等実施要綱（平成23年４月１日付け22経営第7133号農林水産事務次
官依命通知）Ⅳの第１の１の（２）の③のウの（エ）の規定に基づき、その結果を下記のとおり報告します。

■畑作物の直接支払交付金における農業者別・農産物別作付面積

農業者氏名
地域協議会等
管理コード

作付面積
備　　考小　　　麦

春期には種する小麦 秋期には種する小麦
二条大麦 六条大麦 はだか麦

て　ん　菜

な　た　ね て　ん　菜

でん粉原料用
ばれいしょ

（備考）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

農業者氏名
地域協議会等
管理コード

作付面積
備　　考小　　　麦

春期には種する小麦 秋期には種する小麦
二条大麦 六条大麦 はだか麦
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□

□
□

□

□
□
□

□

参考様式２

令和　　年　　月　　日

交付申請者 住 所

地域の基準単収を大きく下回ったことの理由書

氏 名

交付申請者管理コード

　　　－　　　－　　　－　　　－　　　－

対象畑作物名
地域の

基準単収
①

地域の
基準単収

の２分の１
②＝①÷２

数量払の
交付申請数量

③

面積払の交付対象面積
(又は生産予定面積)

④

交付申請者の
当年産の単収
⑤＝③÷④

規格外数量
及び

規格外相当
数量の合計

kg/10a kg/10a kg

農産物検査の受検又は品質区分の確認において、規格外又は規格外相当に格付けされた数量が発生した。
※品質の低下等の理由の要因として、２及び３における理由の✔（必要に応じてその他に理由を記載）も必要。

a ㎡ kg/10a kg

１．は種の段階における理由

その他

自然災害（風水害、干害、冷害、雪害、ひょう害その他気象上の原因（地震・噴火を含む）による災害等）の理由により、適切な生産に向
けて適期のは種が困難となった。※２～６における理由の✔（必要に応じてその他に理由を記載）も必要。□

　交付申請者の当年産の単収（⑤）が、地域の基準単収の２分の１（②）を下回った理由について、以下の１～６の該
当する全ての項目について、✔を入れてください。
　また、該当する事項がない場合には、その他に✔を入れた上で、具体的な理由を記載してください。
※　理由の根拠となる証拠書類の提出が必要です。

交付申請者の入院、死亡等の理由により、適切な生産に向けて第三者への農作業委託等を行ったが、適期のは種が困難となった。※２～６
における理由の✔（必要に応じてその他に理由を記載）も必要。□

その他

３．出荷・販売の段階における理由

農産物検査の受検又は品質区分の確認において、最低重量を確保することができず、受検等が不可能となった。
※最低重量を確保できなかった理由の要因として、２及び３における理由の✔（必要に応じてその他に理由を記載）も必要。□

□

交付申請者の入院、死亡等の理由により、出荷・販売が不可能な状況となったため、対象畑作物の出荷・販売を行うことができなかった。

２．生産・収穫の段階における理由

病虫害等により、適切な生産を行っていたが対象畑作物の生育不良、減収または品質の低下等が発生した。

鳥獣害等により、適切な生産を行っていたが対象畑作物の生育不良、減収または品質の低下等が発生した。

自然災害（風水害、干害、冷害、雪害、ひょう害その他気象上の原因（地震・噴火を含む）による災害等）の理由により、適切な生産を
行っていたが対象畑作物の生育不良、減収または品質の低下等が発生した。□

交付申請者の入院、死亡等の理由により、適切な生産に向けて第三者への農作業委託等を行ったが、適切な生産・収穫が困難となり、対象
畑作物の生育不良、減収または品質の低下等が発生した。□

自然災害（災害復旧事業等対象）によるは種後の対象畑作物及び農地への被害（※行政機関からの被害に関する公表資料があり、地域農業
再生協議会等による被害状況の確認書類等がある場合）□

需要者の倒産や引き取り拒否等により、対象畑作物の出荷・販売を行うことができなかった。

その他

５．１～４に掲げているもの以外の理由（ほ場条件の制約等による減収等）

６．地方農政局等からの栽培管理に係る改善指導に対して実施した改善措置について

以下のとおり、改善措置を講じた。

□ 改善措置を講じていない。（当年産における理由について、前年産と同一の内容が含まれる場合、面積払は返還又は交付をしないこととな
ります。）

自然災害（災害復旧事業等対象）によるは種前の農地への被害（※共済証明がある場合または経営所得安定対策等実施要綱の第２の５の
（５）に準じて、これを満たす場合）□

４．激甚災害指定等の場合（※地域農業再生協議会等による被害証明可）
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(記載上の留意事項)

注１:

注２:

注３:

注４:

（参考）経営所得安定対策等実施要綱のⅣの第２の１の（５）の⑤

　　　 　書を地方農政局等又は地域農業再生協議会に提出済みであること

　　　 　確認できること

　　　 イ　被災した農地又は道路が災害復旧事業（国又は地方公共団体の補助金等により施工される災害復旧事業

　　　 　をいいます。以下同じです。）の対象となり、他作物への転換を含めた作物の作付けが困難であることが

　　　 ウ　当該自然災害等の発生前に、耕起や種子消毒等の作付準備を行っていたと確認できること

　　 　ア　作付けが困難となった農地で対象作物の作付準備をしていた交付申請者が、交付申請書及び営農計画

  ⑤　なお、対象作物の作付準備をしていたにもかかわらず、自然災害等により、作付けが困難となった農
　　地について、以下アからウまでに掲げる全ての条件に該当すると地方農政局長等が認めるものについて
　　は、作付準備を行っていた年産に限り本交付金の交付対象とすることができることとします。

量（数量払の対象外となった数量）がある場合には、その数量を記載してください。

　地域の基準単収の２分の１は小数点以下切り捨て、交付申請者の当年産の単収の項目は小数点第一位を四捨五入

　また、ａ～ｄ以外にも地方農政局長等が必要に応じ追加書類の提出を求める場合には、地方農政局長等が定める

期限までに提出することが必要です。

　本様式は、畑作物の直接支払交付金における面積払の交付決定を受けた農業者及び実施要綱Ⅳの第１の１の（２）

の③のオの(ｵ)に該当する交付申請者で、数量払の交付申請数量の合計を面積払の交付対象面積（又は営農計画書

に記載した生産予定面積）で除した単収が、地域の基準単収の２分の１に満たなかった場合に作成してください。

　なお、地域の基準単収の２分の１に満たなかった対象畑作物が複数ある場合は対象畑作物の種類ごとに作成して

ください。

　　・　公的機関や地域農業再生協議会等が被害状況を確認した書類等

　　・　近隣地域を含め、天候不順等であったことが把握できる書類（気象庁公表データ等）等

　②　新たな生産技術の導入による場合：

　　※ａ～ｄ以外の理由書の根拠となる証拠書類の具体例です。提出する際の参考としてください。

ａ　地域の基準単収を大きく下回ることになった要因を裏付ける書類

で整理してください。

　交付申請数量の項目は、品質区分にかかわらず、数量払の全交付申請数量を記載、規格外数量及び規格外相当数

　理由書の根拠となる証拠書類として、以下のａ～ｄのすべてを提出することが必要です。

　※ ①～③は、理由書の根拠となる証拠書類の具体例です。提出する際の参考としてください。

　　図、見積書、精算書、領収書）等

　・　農産物検査によらない品質区分の確認により交付対象とならない数量が発生した場合には、品質区分の確認

　　の結果を証明する資料の写し

　・　改善に係る農業生産資材購入等の書類（見積書、精算書、領収書）等

　　　考とした書類、農業生産資材購入等の書類（見積書、精算書、領収書）等

　③　交付申請者の体調不良等の場合：

　　・　通院等の診療レセプト、診断書、入院証明、死亡届等　

ｂ　適切な生産が行われていたことが分かる書類

　①　自然災害の場合：

　　・　農作物共済の支払書類等

　　・　農作物の被害状況（撮影月日及び対象地番で生産された農作物であること）を明確に把握できる写真

　・　農地に対策を施したこと（撮影月日及び対象地番が把握できること）を明確に確認できる写真や書類（施工

　　図、見積書、精算書、領収書）等

ｅ　その他書類

　・　ａ以外の要因による場合には、地域の基準単収を大きく下回った理由を裏付ける根拠となる書類等

　・　農産物検査により格付理由が規格外となった数量が発生した場合には、農産物検査結果通知表の写し

　・　農作業日誌、種子や肥料の購入伝票等

ｃ　ほ場条件の制約がある場合には、これに対応した対策を講じていることが分かる書類

　・　農地に対策を施したこと（撮影月日及び対象地番が把握できること）を明確に確認できる写真や書類（施工

ｄ　地方農政局等又は地域農業再生協議会等から栽培管理の見直し等の改善指導を受けている場合には、実施した

　改善措置が分かる書類

　・　改善のための会議資料や研修会資料、参考とした書類等

　・　改善指導通知の写し

　　・　農地の被害状況（撮影月日及び対象地番が把握できること）を明確に確認できる写真

　　・　前年産と当年産の生産技術等の相違を確認できる書類（農作業日誌、会議資料や研修会資料　、その他参
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参考様式３

年月 日

水田活用直接支払交付金の対象作物に係る自家加工販売

（直売所等での販売）実績報告書

                                         自家加工農業者（販売農業者）

                                         住 所

                                         氏 名              

１ 原料農産物使用実績（対象農産物のうち該当するものを記載）

(単位：kg) 

原料農産物名 年間使用量 左記のうち自ら生産したもの

（注）地域振興作物（産地交付金）については、各単価グループごとに最低一農産物記入してください。

また、高収益作物定着促進支援の対象作物については、品目毎に記入してください。

２ 商品の加工販売実績（直売所での販売実績）

（単位：kg）

商    品 商品の販売形態 商品の主な販売先 年間販売（予定）数量

合   計

（注１）「商品」には、対象作物に係る各単価グループの商品ごとに最低一実績記入してください。

（注２）「商品の販売形態」には、自社店頭販売、直売所、インターネット等注文販売等の販売形態を記入してください。

（注３）「商品の主な販売先」には、一般消費者、卸・小売店、スーパー等の販売先を記入してください（直売所等での販

売の場合は、直売所等の名称、所在地、連絡先を記入してください。）。

交付申請者管理コード

地域協議会等管理コード
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参考様式４－１

畑地化支援に係る取組の要件確認申請書

年月 日

○○協議会長 殿

交付申請予定者 住所

氏名

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23 年４月１日付け 22 経営第 7133 号農林水産事

務次官依命通知）別紙 14 の１の（１）及び別紙 21 の１の（１）に基づく高収益作物畑

地化支援及びその他畑地化支援に係る取組の事前の確認を受けたいので、申請します。

記

交付申請予定農地

・ 耕地番号及び分筆番号：

・ 地名、地番、大字、字、集落地番：

・ 本地面積：㎡

・ 当年度以降の作付計画

年度

作物名

（注）複数の農地を申請する場合、表形式で記載してもよい。

・ 交付申請予定農地の畑地化に対する土地所有者の同意の有無（      ）

・ 別添資料（空中写真又は農地地図等）

（注）団地化された畑地の位置及び地番等が分かるように図示すること

法人等にあっては、
名称及び代表者の氏名
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参考様式４－２

畑地化支援に係る取組の要件確認通知書

年月 日

交付申請予定者 殿

○○協議会長

○年○月○日付けで貴殿より申請のあった畑地化の取組に係る農地について、

経営所得安定対策等実施要綱（平成 23 年４月１日付け 22 経営第 7133 号農林

水産事務次官依命通知）別紙 14 の１の（１）及び別紙 21 の１の（１）の要件

を満たしていることを確認しましたので、通知します。

記

要件の確認を行った交付申請予定農地

・ 耕地番号及び分筆番号：

・ 地名、地番、大字、字、集落地番：

・ 本地面積：㎡

（注）複数の農地を申請する場合、表形式で記載してもよい。

法人等にあっては、
名称及び代表者の氏名
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参考様式４-３ 令和〇年〇月○日

○○地域農業再生協議会長　殿

交付申請者　住所：
　　　　　　　　　氏名：

交付申請者管理コード：

注　は種の実施が客観的に確認できる書類（種子購入伝票や作業日誌等）については、交付申請を行った年度の翌年度から５年間保管してください。
※１　農地の番号、地番は営農計画書と一致するよう記入してください。また、は種を行っていない牧草作付農地についても記入してください。
※２　各種苗会社等から購入した作物の商品名及び草種名を記入してください。
※３　地域農業再生協議会は、は種量が適切かどうか確認してください。

140

100

40

作付面積計
（a）

【３．作付面積】

ａ ㎡

飼料作物（牧草）

うち、は種

うち、は種以外

ａ ㎡

ａ ㎡

ａ ㎡

ａ ㎡

ａ ㎡

0

40

40

□□農協
産地地力

（ギニアグラス） 20
令和□年
□月□日

令和△年
△月△日

△△株式会社 水活地力
（イタリアンライグラス）

飼料作物（牧草）に係るは種実施報告書

【１．は種実施記録】

【２．種子購入記録】

購入先

17

8

備考

-

4.3

2.0

10aあたり
は種量

（㎏/10a）
※３

-

40

20

3 1

2.0

備考

10

種子購入量
（㎏）

5

水活地力
（イタリアンライグラス）・
産地地力（ギニアグラ

ス）

産地地力（ギニアグラ
ス）

㎡

ａ ㎡

ａ ㎡

ａ ㎡

商品名及び草種名
※２

水田１号（チモシー）

水田１号（チモシー）

10

50□□-１

ａ ㎡

ａ ㎡

ａ

令和○年
○月○日

○○株式会社 水田１号（チモシー）

購入日
商品名及び草種名

※２

は種年月日

令和3年7月5日

2 1 △△-1

30 -1 2 ○○-2

1 １ ○○-1

作付面積 は種面積
は種量
(kg）

農地の番号※１
地名・地番、
大字、字、
集落地番

※１
耕地番号 分筆番号

20 10 4

令和3年9月1日

令和3年9月1日
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